
令和７年度住民まちづくりアンケート調査結果報告

播磨町地球温暖化対策実行計画の策定に向けて
　「播磨町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」を策定するにあたり、地球温暖化に関して、住民
の皆さまの意識や取り組み状況など、ご意見を広く把握し、今後の施策の方向を位置づける基礎資料と
して反映させることを目的として、アンケート調査を実施しました。
　播磨町在住の18歳以上の人から無作為に抽出した1,000人に調査を実施し、347人
から回答をいただきました。調査結果を一部抜粋してご報告します。
　町内事業者向けに実施したアンケート結果は、町ホームページで公開しています。

▶問合せ　産業環境課環境係☎079-435-2721

「播磨町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」に係るパブリックコメントを実施します
　播磨町では、町域全体における温室効果ガス排出量を削減するため、2050年カーボンニュートラル達成に向
けた取り組みを定める計画の策定を進めています。より良い計画の策定を目指して、住民の皆さまから広く意見
を募集するため、意見募集（パブリックコメント）を実施します。
▶期間　１月13日（火）～２月12日（木）
▶場所　町ホームページ、播磨町役場情報コーナー、中央公民館、各コミセン、土山駅南交流スペース（きっず
なホール）
▶提出方法　Eメール、意見箱への投函、郵送、FAX
▶問合せ　産業環境課環境係☎079-435-2721　　079-435-1169　　sangyo@town.harima.lg.jp

町が行っている取り組みでは、令和６年度に設置した「役場駐車場の電気自動車充電設備」が最も多く、太陽
光発電や蓄電池の設置補助事業など、全体的に認知度が低いことが明らかになっています。
町のカーボンニュートラル達成を後押しするためには、情報提供等の方法に見直すことが必要です。

地球温暖化対策を実行する上での課題では、「費用がかかる」が最も多く、次いで「どのような基準で選択
し、どのように取り組めばよいか情報が不足している」となっています。今後は、補助制度の充実や周知徹底
など、個人のライフスタイルに合わせた効果的な対策をわかりやすく解説する仕組みづくりが必要です。

地球温暖化問題への関心に
ついては、約８割以上の人
が関心を持っています。
気温の上昇などの気候変動
状況、国や県の動向など情
報提供を行うとともに、本
計画策定後は、計画内容・
取り組みについて、周知を
図っていく必要があります。

ごみの分別徹底・マ
イバックやマイボト
ル・食品ロスなど、
ごみに関する取り組
みは高くなっていま
す。
省エネ家電・太陽光
発電・蓄電池・ハイ
ブリッド自動車や電
気自動車・住宅の省
エネ改修などは、
「補助があれば実施
する」が高くなって
います。
身近で手軽にできる
ことについては取り
組みが進んでおり、
費用が高額になるも
のについては、取り
組みが進んでいませ
ん。
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調査結果を一部抜粋して報告します

問 地球温暖化問題について、どの程度関心がありますか。

問 日常生活で、地球温暖化対策として取り組んでいることはありますか。

問 上記質問での行動を実行する上で課題と感じることは何ですか。 問 播磨町が行っている取り組みを知っていますか。
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非常に高い関心がある

ある程度関心がある

あまり関心がない

全く関心がない

わからない

無回答・不明

費用がかかる
どのような基準で選択し、どのように取り組めばよいか情報が不足している

費用面でどれだけ効果があるのかわからない
手間がかかる、面倒

地球温暖化への対策としてどれだけ効果があるのかわからない
日常生活の中で常に意識して行動するのが難しい

身体的な制約がある
周囲の理解が得にくい

地球温暖化への対策のための取り組みを行う必要性を感じない
そもそも実施したい（取り組みたい）と思わない

その他
無回答・不明

マイバッグ、マイボトル、マイ箸の利用

ごみの分別徹底、ごみ減量

食品ロスの削減（食べ残しをしない、必要以上に食料品を買わない）

不要な照明のこまめな消灯、LED照明への交換

冷暖房の適切な温度設定（夏は28℃、冬は20℃を目安）

宅配便は一度で受け取る

自転車や徒歩での移動

クールビズ、ウォームビズの実践

使わない電化製品のコンセント抜き（待機電力の削減）

エコドライブの実践

リサイクルショップやフリマアプリの活用

地元産の旬の食材を積極的に選ぶ（地産地消）

エコキュートや高効率給湯器など省エネ設備の導入

省エネ家電（冷蔵庫、エアコン）への買い替え

節水型のトイレやシャワーの導入

住宅の断熱性能向上（窓の二重サッシ化、断熱材の導入など）

公共交通機関の積極的な利用、マイカー利用の抑制

ハイブリッド車や電気自動車（EV）などのエコカーの導入

自宅への太陽光発電設備の導入

省エネ住宅への改修・新築

エネルギー使用量の表示・管理（HEMS）の導入

自宅への蓄電池の導入

テレワークにより、通勤に伴う移動を削減

再生可能エネルギー由来の電力への切り替え

ペットボトルの「ボトルtoボトルリサイクル事業」

フードドライブなど食品ロス削減の推進

当町の本庁舎駐車場の電気自動車普通充電設備設置

家庭用太陽光発電システム設置費補助金交付事業
太陽光発電及び蓄電池の共同購入事業
（みんなのおうちに太陽光キャンペーン）

当町のクーリングシェルター（指定暑熱避難施設）
公共施設19施設に指定

電気公用自動車の導入

家庭用蓄電池システム設置費補助金交付事業

公共施設への再生可能エネルギーの導入
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よく知っている 聞いたことはあるが、内容はよく知らない 知らない 無回答・不明

実施済 今後実施する予定 実施する予定はない 補助があれば実施する 分からない 無回答・不明
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